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対馬市民の「誇り」は 
移住推進政策によって取り戻せるのか 
望月 玖瑠実 
 
1．はじめに 
 筆者は、2016 年 8 月に、立教大学 ESD 研究所のプロジェクトである「対馬アクション
リサーチ」に参加し、阿部治教授と学生 5 人と共に、約 1 週間対馬市に滞在した。そこで
廃校した小学校の元校長先生、対馬市教育長や小学生の子ども達など、計 6 組にインタビ
ューを実施した。また、実際に様々な場所へ訪れ、若者が島外へ出て行き、農林漁業の後
継ぎがいない現状、そして少子化による学校の廃校で、その土地や校舎は活用されないま
ま老朽化している現状など、数多くの問題を目の当たりにした。このプロジェクトに参加
し、筆者は対馬の歴史や豊かな自然、そして抱えている現状を初めて知った。そしてより
対馬について学びたいと感じ、卒業論文のテーマを対馬市に決めたのである。 
 対馬市では、「高度経済成長とともに、向都離村による人口流出が進み、「人の空洞化」
が始まった。それによって 1980 年代から、農林地・里地里山が荒廃する「土地の空洞
化」が起こり、90 年代になると、集落機能・相互扶助システムが脆弱になる「ムラの空
洞化」が生じている」（前田 2014 :36）のであった。小田切（2009）によれば、この 3 つ
の空洞化の根底にあるのが「誇りの空洞化」であるという。 
 前田（2014）は、住民たちは現状に対し「何とかしたい」という思いはあるものの、そ
れを実践する「人」がいないことが大きな要因であると話す。そして、住民達はこの対馬
市の現状に自信、誇り、生きがいを失い、将来の対馬市の姿を思い描くことができなくな
っているという。そして、そういった思いを抱えた地域を変える為には、住民の誇りの再
構築が必要だと考えたという。 
 「地域支援には「足し算の支援」と「掛け算の支援」がある。地域力がマイナスの状況
で、掛け算的に支援しても地域の状況はマイナスにしかならない。まずは、足し算的に支
援し地域力をプラスに戻した上で、掛け算的な支援を行えば地域力は高まる」（前田
2014:37）という考えを踏まえ、対馬市では総務省の地域おこし協働隊制度を活用し「対
馬島おこし協働隊」として人材を募集した。 
 筆者が対馬へ訪問した際に、島おこし協働隊員として活躍し、現在は移住し、「一般社
団法人 MIT」（以下 MIT）という企業を立ち上げた川口幹子氏と、職員である吉野元氏へイ
ンタビューを実施した。この企業は対馬市の魅力を全国に発信していく為に、民泊事業や
域学連携事業などを積極的に行っている企業である。筆者は、対馬市に魅力を感じて実際
に移住をし、島全体の活気を取り戻す為に活動している人々がいることを知り、驚いたと
同時に、地理的条件も決して良いとはいえない島嶼地域に移り住み、仕事をする決断と勇
気に感嘆した。川口氏や吉野氏からお話を伺う前は、「自分の故郷でもないのに、なぜ移
住先に対馬を選んだのだろう」と疑問に感じていた。しかし吉野氏は、自給自足や地産地
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消を対馬市では続いている事を知り、そうした暮らしの価値を都会の人に認めてもらう為
に、もっと全国へ発信していきたいと話していた。精神的な豊かさや人との繋がり、環境
負荷をかけない持続可能な暮らしをしていくことが、これからの日本が目指す社会であ
り、地方創生の一つなのではないかと吉野氏は感じているという。このインタビューをき
っかけに、筆者は MIT の活動に興味を持ち、地域活性化や移住推進を論文の具体的なテー
マに設定した。 
 筆者は、島外から来た人々と対馬市民が交流する機会を増やすことが、移住推進の一つ
の手掛かりになると考えている。民泊等の移住推進政策を行い、島外から活気ある若者達
が移住をし、対馬市の魅力を発信する活動をしてもらうことができれば、対馬市民が諦観
している現状を打破することができ、かつ、住民達ももう一度対馬に対し自信、誇りを持
つことができるのではないかと筆者は考えた。つまり、移住推進政策を進めることが、住
民達の誇りを取り戻すことができる重要な手がかりなのではないだろうか。 
 
2．調査 
 筆者は、2017 年 9 月 15 日～9 月 30 日の 2 週間、長崎県対馬市で 9 軒の民泊に宿泊し、
インタビュー調査を実施した。域学連携の取り組みのひとつである「平成 29 年対馬学生
実習」の項目のうち、「対馬の暮らし、文化を観光につなげよう！～農林漁業体験民宿
（民泊）を活用したグリーン・ツーリズムの推進～」に応募し、MIT のインターン生とし
て参加した。 
 今回の実習の活動内容は、主に 2 つある。1 つは、対馬グリーン・ブルーツーリズム協
会（以下、GBT 協会）のホームページを新しく作成するにあたり、民泊先の詳細情報を掲
載する為、宿泊可能な人数や日数等、各民泊先の希望の聞き取りを行い、民泊調書を作成
した。また、2 点目は、各民泊で実施している体験プログラムを実際に筆者が体験し、対
馬 GBT 協会のホームページに掲載する体験コラムの執筆を行った。そして同時に、宿泊し
た 9 軒の民泊経営者にインタビューを実施した。民泊を行うことで、他の住民よりも島外
者と交流する機会は圧倒的に多くなる。そこで、宿泊客への印象や、交流して感じたこと
等、民泊経営者に質問形式で伺った。また、MIT の職員で、対馬 GBT 協会を運営する川口
幹子氏と、対馬市役所職員の前田剛氏にもインタビューにご協力頂いた。 
 今回、「誇り」に着目し質問事項を定め、以下の 4 つの質問を中心に、インタビューを実
施した。①「民泊を始め、島外者との交流を通し感じたこと」、②「対馬・地区の自慢はあ
るか」③「移住についてどう思っているのか」、④「将来対馬がどうあってほしいか」であ
る。 
 以下の表 1 が、本実習の日程概要である。民泊名は宿泊順に A～I 民泊とアルファベッ
ト表記をしている。そして表 2 は、各民泊先の地名と行った体験を示したものである。 
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表 1 実習日程概要 
日にち 内容 
9 月 15 日(金) 対馬市到着・打ち合わせ 
9 月 16 日(土) 打ち合わせ・準備 
9 月 17 日(日) 民泊 A 宿泊 
9 月 18 日(月) 民泊 B 宿泊 
9 月 19 日(火) 民泊 C 宿泊 
9 月 20 日(水) 民泊体験コラム執筆作業・前田剛氏インタビュー 
9 月 21 日(木) 民泊 D 宿泊 
9 月 22 日(金) 民泊体験コラム執筆作業 
9 月 23 日(土) 民泊 E 宿泊 
9 月 24 日(日) 民泊 F 宿泊 
9 月 25 日(月) 民泊 G 宿泊 
9 月 26 日(火) 民泊 H 宿泊 
9 月 27 日(水) 民泊体験コラム執筆作業 
9 月 28 日(木) 民泊 I 宿泊 
9 月 29 日(金) 民泊体験コラム執筆作業 
9 月 30 日(土) まとめ作業・対馬市発・川口幹子氏インタビュー 
 
表 2 各民泊先の地区と体験 
民泊 地区 行った体験 
民泊 A 上県町志多留  
民泊 B 上県町佐護北里 アスパラガス収穫 
民泊 C 厳原町豆酘 果樹（イチジク）収穫 
民泊 D 上県町女連 ろくべえ作り・船（イカ）釣り・岸（アジ）釣り・野菜収穫 
民泊 E 厳原町内山 ろくべえ作り 
民泊 F 峰町吉田 さつま芋掘り 
民泊 G 上県町志多留 榾木天地返し 
民泊 H 厳原町豆酘 豆酘観光ガイド 
民泊 I 厳原町豆酘 ろくべえ作り 
 
3．結果・考察 
 9 件の民泊でインタビューした結果を、質問の番号ごとに記していく。 
 まず、①の「民泊を始め、島外者との交流を通し感じたこと」に対して、「対馬やその地
区について知らなかったことを民泊での交流を通して知ることができた」と答えたのは、
9 軒中 8 軒であった。このことから、民泊を始め、宿泊客との交流を通し、経営者に新た
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な気付きをもたらす可能性が高いと考えられる。 
 そして、②の「対馬・地区の自慢はあるか」では、「歴史が残存していること・自然豊か
なこと・郷土料理が多くあること」など、全民泊先で対馬固有の物をあげていた。 
 ③の「移住についてどう思っているのか」に対しては、「若い人が来てくれたら地域も生
き生きするだろうし、嬉しい」、「川口氏や前田氏のような発信力のある人と交流すること
で、考え方や発想の違いを感じ、感化された、すごいと思った」など、移住者や移住に対
して悪い印象ではなく、歓迎する姿勢であることがわかった。 
 最後に、④の「将来対馬がどうあってほしいか」では、各民泊によって、様々な観点か
らの回答があった。子供達への学校教育に対する指摘や、地域活性化の為の地域住民の理
解の重要性、また、民泊が増えてほしいことや、もっと多くの日本人に対馬の魅力を伝え
る為にはどうすれば良いか等、対馬の今後についてよく考えられている方が多い印象を受
けた。 
 インタビューを行い、民泊経営者は積極性があり、前向きに物事を捉えている方が多い
印象であった。対馬市や自分の住む地域に対して、「どうにかしたい」という想いを持って
いるから、民泊を始めることにもそこまで抵抗はなかったのだと考えている。 
 また、民泊経営者たちの「誇り」は失われていないのではないかと、今回の調査で筆者
は感じた。なぜなら、②の「対馬・地区の自慢はあるか」という質問に対して、迷うこと
なくすぐに回答されていた点や、自分の地区や対馬のことについて話している時の民泊経
営者達の表情がとても生き生きとしていたからである。また、子どもの減少による学校の
廃校や、集落で集まる機会の減少など、対馬市の状況は決して良い方向には進んでいない
が、諦めずに将来の対馬に対し、具体的な案を考えている民泊経営者達がほとんどであっ
た。これは、自分の地域や対馬全体に対して「誇り」を持ち続けているからなのではない
かと筆者は考えた。なので、「誇り」は「復活」ではなく、作り出されていくという意味で
ある「醸成」という言葉で表現していくことにする。 
 民泊を通し、島外の人と交流をもつことで、民泊経営者たちは対馬について自分が知ら
なかったことを知ることができ、新たな気付きを得られる。そして、新たな視点・客観的
な視点から対馬を見つめ直す機会が増えたことで、対馬の良さや魅力を再認識することが
できるのではないだろうか。それはつまり、「誇り」が醸成されることを意味するのではな
いだろうか。 
 
4．結論・今後の展望 
 今回の実習を通し、筆者は、中山間地域や島嶼地域には「地域資源」が重要ではないか
と感じている。筆者は、今回、対馬市における地域資源を、3 つにわけて考えた。「自然資
源」、「歴史的・文化的資源」、そして、「人的資源」である。自然資源とは、海や山、田畑
や動植物などである。歴史的・文化的資源は、遺跡や神社、いりやきやろくべえなどの郷
土料理、朝鮮との関わりなどが挙げられる。そして人的資源は、民泊経営者、観光客・宿
泊客、地域の子どもたちから移住者・島おこし協働隊員などである。民泊などの移住推進
政策を通して、これらの 3 つの地域資源が、対馬市民、特に民泊経営者に新たな気付きを
もたらし、再認識されているのではないかと筆者は考えた。 
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 インタビューした民泊経営者たちは、自然資源に関して、野菜収穫や釣りなどの農業漁
業体験を通して、対馬の自然の豊かさに改めて気付かされたという。また、歴史的・文化
的資源に関しては、郷土料理を作る機会が多くなったことや、自宅近くの遺跡や神社など
の歴史資源について話す機会が増えた方もいたことから、移住推進政策である民泊が、そ
れらの資源を継承するために重要であると考えられる。 
 そして筆者は、3 つの資源の中で最も重要なのが、人的資源であると考える。なぜなら、
民泊を通して様々な人と交流することで、民泊経営者を中心として、自然資源や歴史的・
文化的資源が活かされていくからである。つまり、人的資源が、2 つの資源に影響を与え
ることで、3 つの資源が複合し、循環していくと考えられる。その過程で、対馬について
の知識が深まり、対馬ならではの魅力に気付くのではないか。その結果、地域住民にとっ
ては当たり前である生活が、島外からの宿泊者にとっては新鮮で価値のある生活であるこ
とを、民泊経営者たちは、民泊を通して認識することができると考える。 
 このようなことから、民泊は、地域資源を活用することで対馬の魅力を再認識し、地域
住民の「誇り」の醸成に繋がると考えられるのではないだろうか。対馬 GBT 協会の川口氏
にもインタビューを行ったが、民泊を通して、やはり自分の地域資源を再認識するように
なったのではないかという。「自分達の暮らしそのものが、すごく贅沢なものなんだって思
ってくれたらすごく良いなって思うね。」と川口氏は語ってくれた。 
 また、この地域住民の「誇り」の醸成は、民泊事業に限らず、筆者が移住推進政策とし
て捉えている、島おこし協働隊制度や MIT の行う事業も関連してくるのではないだろうか。
前田氏にインタビューを実施した際、移住推進政策は個々に存在しているのではなく、相
互補完であり、一つの循環のなかにあると指摘していた。 
 例えば、MIT の事業のひとつである域学連携事業によって、たくさんの学生が毎年対馬
に来て、学んでいる。そこで宿泊場所として民泊を活用し、お父さん、お母さんと学生が
交流をする。そして、より対馬に興味を持った学生が、島おこし協働隊制度を利用して、
地域の活性化を目指して活動する。この制度は移住をしたくても、地域との繋がりが何も
ないまま突然移住することに抵抗がある人にとって、有効な手段であるといえる。そして
最終的に、3 年間の任期後は対馬にそのまま定住するといった流れが理想であると前田氏
は語ってくださった。このような体制が整えられることで、より移住定住人口の増加が現
実的になるのではないだろうか。そして、こうした移住推進政策が地域資源の循環に影響
を与えることで、地域住民に新たな気付きを見出し、「誇り」が創られていくのではないか
と筆者は結論づけた。 
 どの民泊経営者の方々も、発信力のある人、特に若者がもっと対馬に来て、地域活性化
に取り組んでほしいと感じていたのが印象的であった。助重（2015:1）は、「対馬の域学連
携事業で学生たちのリーダー的役割を果たしている一般社団法人 MIT のメンバーは、移住
してきた若手の生態学者や環境コンサルタント、国土交通省元職員等であり、島外からき
た「若い力」が、さらに「若い力」を育てながら活性化に取り組むしくみが着実に根付き
つつある」と指摘している。移住者自らが、その地域のために若者を育てる仕組みが定着
していけば、学生にとっても刺激となり、長い目で見れば後に移住定住の一つの大きな役
割を果たすのではないかと考える。現在の対馬には、エネルギーが溢れる「若い力」の重
要性を筆者は感じている。 
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 また、「誇り」の醸成の重要性は、対馬市だけに言えることではなく、他の中山間地域や
島嶼地域でもいえることであるだろう。自分の地域に対し、「誇り」を自覚することができ
れば、島外への流出人口も減少し、また、一度外へ出たとしても、戻ってくる U ターン者
が増える可能性も十分にあると考えられるのではないだろうか。特に、将来ある学生たち
が、いかに多く U ターンをしてくれるかどうかが、今後の対馬の展望の鍵を握ると筆者は
感じている。 
 ある民泊経営者が指摘していたが、学校教育を変えていくべきであると筆者も考えてい
る。今の対馬市の子ども達は、郷土料理であるいりやきやろくべえなど、ほとんどが食べ
たことがなく、また、農漁業の仕事内容について知らない子どもが多いという。筆者は、
2017 年 12 月 10 日に開催された「対馬学フォーラム 2017」に参加し、小中高校生による、
自分の学校の地区の農漁業についての発表を聞いた。このフォーラムは、子ども達にとっ
ても大きな学びになるであろうし、また、それを聞く大人達も考えさせられるような深く、
鋭い内容であったことに筆者は感銘を受けた。このような機会の場はなくしてはいけない
と感じた。学校を通して、農林漁業体験を実施したり、歴史の勉強をしたり、郷土料理に
ついて学ぶ授業を行うなど、対馬市ならではの魅力を授業で発信し、子ども達に伝えてい
くことが、子ども達に地域に対する「誇り」を生み出し、今後移住定住に結び付いていく
のではないだろうか。  
 移住推進政策が循環することで、地域資源も循環するという 2 つの循環によって地域住
民の「誇り」が醸成されている点に、今回の調査で気付くことが出来た。今後は、地域資
源の循環を止めることなく、次世代に継承することが重要になってくるのではないか。そ
の循環を止めないためには、やはり「人」が重要であると筆者は考える。理想は対馬出身
の若者が受け継いでいくことであるが、MIT のようなエネルギッシュな若者達が対馬市に
増えてくれれば、今後の対馬は 2 つの輪が循環し続け、将来へ進んでいくのではないだろ
うか。そして、資源を継承し続けていくためには、持続可能な地域資源の利用が求められ
るのではないだろうか。現在の対馬市の課題は、その利用方法を検討していくことである
と筆者は考えている。 
 対馬市は行く度に様々なことを考えさせられ、新たな気付きをもたらしてくれる場所で
ある。最初に訪れた時の感動を忘れることなく、これからも対馬とは繋がりを持ち続けて
いきたいと筆者は感じている。 
 
 
【付記】 
本稿は、2017 年度に提出した卒業論文の一部に加筆・修正を施したものである。卒業論
文の執筆にあたってご協力いただいた対馬市の地域の皆様やご指導いただいた阿部治先生
に篤く御礼申し上げます。 
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